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こどもフリーパス
ホームタウンの子どもたちが、地元のプロサッカー
選手や試合に触れることで夢や感動を得られる機
会を提供する取り組みとして、「こどもフリーパス」の
発行・運用を行っております

子育て支援プログラム 
with OHARA

ジモトアイトップパートナーである株式会社オハラと
の共同プロジェクト。両社の有志メンバーでプロジェ
クトチームを組成し、協同で相模原・県央地区の子
育て環境整備に資する活動を立案、実行していきま
す

森をつなぐアクション
with アイダエンジニアリング

2024年5月 相模原市と「さがみはら津久井産材の
利用拡大に係る連携協定」を締結。環境保全のた
めの正しい知識を持ち、アクションしていくためにの
啓発活動や体験イベントを行います

フードドライブ 
supported by ギオン

トップパートナーである総合物流企業の「ギオン」
様、地元相模原のNPO法人「フードコミュニティ」様
と、食品ロス問題の解消に向けた取組みや、子育て
世帯や生活困窮世帯への食を通じた支援等を行い
ます

こども・教育

環境保全環境保全

こども・教育

ゆめサポート教室
こどもたちに夢を持つことの大切さを選手が自らの
言葉で伝えます。子供たちはきらきらした目で質問
を投げかけ、選手も学生時代を思い出しながら真剣
に受け答えしてます

こども・教育

スポーツボランティアプログラム
「ENGIN」

社会の希薄化、世帯の孤立、若者のひきこもり等の
社会課題を解決するため、試合日の運営や試合日
以外の活動を通し、人との繋がりや地域とのかかわ
りを深める取組みを行っております

ウェルビーイング

はじめに／ジモトアイプロジェクトとは

こども・教育

ホームタウンである相模原市、座間市、綾瀬市、海老名市、愛川町の社会課題の解決を行政や企業、ファンや地域住民の協力

を得ながら、中長期的かつサステナブルに向き合う取組みとして「ジモトアイプロジェクト」を始動させました。

プロジェクトの重点領域は、＜こども／教育＞・＜ウェルビーイング＞・＜環境保全＞の 3つで、この領域での新たな

社会連携活動を志向しています。

SC相模原みらい塾

地元で育つ中高校生対象の論理的かつ自律的な
思考を養うワークショッププログラム
将来、自らの頭で考えリーダーシップを発揮しなが
ら、未来を切り拓き、地元企業の進化や成長を牽引
する人材の育成を目指します
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トピックス

■出張キッズパーク　ももちゃんランド
5/2（土）相模原ギオンスタジアムにて開催されたノジマステラのホームゲーム「ももちゃ
んランド2026」に参加しました。SC相模原はフロントスタッフが参加し、サッカーゴルフを
実施しました。当日は天候にも恵まれ、多くのが皆さまにサッカーゴルフを楽しんでいた
だきました。

■ 相模の大凧祭り

5/4（月・祝）相模原市の五大観光行事のひとつ、「相模の大凧まつり」 へフロントスタッフが
参加しました。強風の中でしたが、チラシ配布を行わせていただき、多くの方達と交流を深
めることができました。また伝統ある大凧まつりの歴史にも触れることもできました。

 その他   ホームタウン活動 こども /教育   ゆめサポート教室／職業講話 こども /教育   出張キッズパーク その他   ホームタウン活動  その他   ホームタウン活動
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トピックス

■オハラローズガーデン
5月9日（土）、10日（日）株式会社オハラで行なわれた、オハラローズガーデンにて出張キッズパークbyOHARA、サッカー教室、子育てセミナーを実施しました。
年に2回オハラ本社工場内にあるバラ園の開放に併せて、ガミティふわふわ無料開放、サッカーゴルフブース出展、親子・小学生サッカー教室、SC相模原のパートナーである和泉短期
大学様、歯科川﨑様をお招きして子育てセミナーを実施しました。※サッカー教室、子育てセミナーは10日のみ
当日は天気にも恵まれ沢山の親子連れが来場、全体でも過去最多となる1,148名の方々にご来場いただきました。

 こども /教育   子育て支援プログラム  with OHARA
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 ウェルビーイング   ホームタウンボランティア活動

トピックス

■東海大学付属相模高等学校中等部
5月13日（水）、東海大学付属相模中等部にて「ゆめサポート教室」を実施いたしました。 フ
ロントスタッフ2名で伺い、プロサッカークラブの仕組みや仕事内容等についてお話しさせて
いただきました。 生徒の皆さんも、クラブに様々な仕事があることを学んでいただけたよう
で、とても有意義な時間となりました。 

■相模大野の清掃活動
5月15日（金）にプラウドタワー相模大野クロス オーノクロス広場で「おおのみんなdeフェ
スティバル」が開催されました。日中から夜にかけて開催されたイベントの最後では、フェ
スティバル参加者のみなさんとスタッフ、SＣ相模原でイベント会場やその周りを清掃しま
した。今後もホームタウンでのボランティア活動を通じて、人と地域の繋がりを深めていき
ます。

 こども /教育   ゆめサポート教室／職業講話



77

トピックス

 環境保全   森をつなぐアクション  with アイダエンジニアリング
■「木もれびの森づくり」　木もれびの森  森林整備活動
5月23日（土）に、「森をつなぐアクション with アイダエンジニアリング」の活動の一環として、南区大野台の「木もれびの森」にて実施された「木もれびの森づくり主催：相模原造園協同
組合」に、ＳＣ相模原フロントスタッフとサポーターが参加しました。
今回の活動では、森の一角を整備して いこいの場を作るため、大きな木の切り倒しや低木の伐採、下草刈りなどを実施し、作業前には うっそうとしていた木や草がすっかり拓けまし
た。また、活動の後半は、昨年の同様の活動で整備した いこいの場に移動し、樹名板の作成をしました。
木もれびの森が、市民がこれまで以上に親しみを持って過ごすことのできる場所になるよう、今後も整備活動に参加していきます。
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トピックス

 環境保全   森をつなぐアクション  with アイダエンジニアリング
■5月ホームゲームでのブース出展
5/30（土）ホームゲームにて「森をつなぐアクション with アイダエンジニアリング」の活動の一環として、
さがみはら津久井産の木を使用したブースに出展いただきました。
・はてなボックス（さがみはら津久井産の木材とネジを組み合わせてガミティ風ロボを作るワークショップ）

今後も ホームゲームで相模原の木や森を感じられるようにすることで、市民にとって木や森が身近になるように活動を推進していきます。
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トピックス

■試合運営ボランティア  V-STAFF
5月16日（土）八戸戦、30日（土）藤枝戦の2試合でホームゲーム運営を行ない多くの
V-STAFFの皆さまにご参加いただきました。藤枝戦の試合後にはピッチにて監督、選手か
らV-STAFFの皆さまへ直接感謝の気持ちを伝える「V-STAFF・監督選手交流会」を実施。
また5月23日（土）アウェイ群馬戦では、V-STAFFアウェイバスツアーを行ないました。バス
ツアーを通してV-STAFFどうしの親睦を深めました。

 ウェルビーイング   ホームゲームボランティア活動  こども /教育   スタジアム託児室

■SC相模原スタジアム託児室  Supported by OHARA・和泉短期大学
5月はヴァンラーレ八戸戦と藤枝MYFC戦の2試合でスタジアム託児室を開設いたしまし
た。託児室開設前に利用可能なキッズスペースも暑くなるこれからの時期に、空調が効
いた部屋にて親子で休憩することができます。親子で安心して過ごすことができるスタジ
アムを目指して、これからもスタジアムでの子育て支援の取り組みを推進していきます。

 ウェルビーイング   ホームゲームボランティア活動
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ジモトアイプロジェクトにおける社会連携

株式会社ギオン、 NPO法人フードコミュニティ、

SC相模原3社によるフードロス削減、こども食堂

支援に関する協定締結

相模原市、SC相模原による「さがみはら津久井

産材の利用拡大に係る連携協定」を締結

株式会社オハラ、学校法人和泉短期大学、 SC相

模原の3社によるスタジアム託児室に関する合意

書の締結

行政、企業、地域の団体等と連携を行い、サステナブルにプロジェクトを推進
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ジモトアイパートナー

ブックオフグループホールディングス株式会社

株式会社エス・エス

JA相模原市 東邦電子株式会社

岩井機械工業株式会社テック・ソリューション株式会社 YM交通株式会社

有限会社ケミカル電子株式会社ホンダカーズ神奈川西

トップパートナー

プレミアムプラン

株式会社アキュアリンク

スタンダードプラン

株式会社プラス・ワン 株式会社ほねごり 油研工業株式会社 株式会社横浜シミズ
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